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1 .筋蛋白のアクチンは， 3 ーメチルヒスチジン残基を，ミオシンは， 3 ーメチルヒスチジン，トリメ







疾患モデル動物: C57BL/ 6 J-DY 系ジストロフィーマウスを用い，同腹の非発症マウスを対照と
した。成熟雄ラット(体重600g) を用い，坐骨神経切断とアキレス腿切断により排骨筋の萎縮を作製










メチルアミノ酸量は，共に筋柴蛋白では， NG , NGージメチルアルギニン量が増加し，筋繊維蛋白では，

















その結果，筋ジストロフィー症患者で尿中 3-メチルヒスチジンの排、准が減少し， NG, NGージメチ
ルアルギニンの排池が増加していること，それらの変化が患者の骨格筋のメチル化蛋白質の変化に由
来していること，及び除神経，廃用性など原因の異った萎縮筋においても筋のメチル化蛋白質に関し
て同様の変化が認められ，その変化が赤筋型ないしは幼若期の骨格筋への退行であることを示した。
以上の研究は萎縮筋における筋蛋白質成分の変化を明らかにし，筋萎縮の機序縮解明について新しい
方法を示した研究として重要であり，学位を授与するに価する。
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